
第19号岡 窓 会 報一角(1)平 成6年 6月10日 本

平成 6年 度総会御案 内
日時 6月 26日 (日)午後3時

場所 埼 玉グランドホテル本度 (本庄駅南田)

内容 午 後3時 通 常総会

午後4時 テ ィーパーティー (無料)

記念演奏会 チ ェロ須田 税 (高20)
ピアノ岡 典 子

懇 親  会  午 後4時30分 会 費3,000円

御招待予定 恩 師 国 谷敏朗、大野福治両先生

風
薫
緑
樹
を
渡
る
候
を
迎
え
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
緒

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
同
窓
会
活
動
に

一
方

な
ら
ぬ
ご
高
配
を
賜
わ
り
衷
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
も
こ
の
三
月
に
は
全
日
制

四
百
七
名
、
定
時
制
二
十

一
名
の

新
会
員
を
迎
え
、
会
員
総
数
は

一

万
五
千
を
越
え
る
大
所
帯
に
な
り

ま
し
た
。

一
方
母
校
は
高
校
七
日
率
の
坂

本
校
長
が
着
任
以
来
三
年
目
に
入

り
、
意
欲
満
々
学
校
諸
機
構
の
充

実
、
発
展
に
懸
命
に
努
力
為
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

本
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
創
立

七
十
周
年
の
諸
事
業
も
無
事
終
了

し
た
現
在
、
来
た
る
べ
き
八
十
闘

年
に
向
か
っ
て
の
充
電
の
時
期
と

考
え
、
支
部
組
織
の
再
点
検
、
人

事
の
若
返
り
等
に
積
極
的
に
取
り

組
む
所
存
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
今
ま
で
以
上
に

会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力

を
仰
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
窓
会
活
動
を
ご
理
解
戴
け
る

一

番
良
い
方
法
は
総
会
に
ご
出
席
下

さ
っ
て
、
会
の
様
子
を
し

っ
か
り

と
ご
覧
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
総
会
は
ご
案
内
の
通
り
六
月

二
十
六
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
出

席
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

尚
当
日
の
御
招
待
恩
師
は
母
校

校
長
も
お
勤
め
な
さ
れ
、
現
在
も

郷
里
美
里
町
で
教
育
長
と
し
て
ご

妊
縫
あ
襲
査
盤
響
笙
生
餐
解
倉

同
窓
生
の
大
野
福
治
先
生
で
ご
ざ

い
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
客
様
に
は
御
健

勝
に
て
御
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
母
校
に
対
し
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

皆
様
が
既
に
御
承
知
の
と
お
り

本
校
で
は
勉
学
と
部
活
動
の
両
立

を
通
じ
て
、
人
間
性
豊
か
な
高
校

生
の
育
成
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

単
に
大
学
受
験
勉
強
だ
け
に
高

校
生
活
を
費
や
す
の
で
は
な
く
、

本
当
の
意
味
で
の
学
問
の
基
礎
を

養
う
方
法
や
態
度
を
身
に
つ
け
る

こ
と
や
、
生
徒
会
や
部
活
動
を
通

じ
て
暖
か
い
友
構
を
育
て
、
ま
た

辛
い
練
習
の
過
緩
で
運
し
い
精
神

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
明
治
い
ら
い
、
わ
が
国

の
教
育
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響

を
も

っ
た
欧
米
モ
デ
ル
型
の
在
り

方
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
欧
米
の
教
育
や
文
化

の
水
準
に
追
い
つ
く
こ
と
を
目
標

と
し
た
日
本
の
教
育
の
あ
り
か
た

か
ら
の
脱
却
で
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ッ
チ
、
ア

ッ
プ
型
」

（先
行
す
る
も
の
に
追

い
つ
く
こ

と
）
か
ら

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
型
」

（創
造
力
、
独
劇
性
を
そ
だ
て
る

教
育
）
へ
の
転
換
で
も
あ
り
ま
す
。

近
年
の
大
学
、
高
校
教
育
の
拡

大
、
大
衆
化
に
と
も
な
い
、
日
本

の
教
育
水
準
は
平
均
的
に
は
向
上

し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
頭
で
考
え
、

企
画
し
、
粘
り
づ
よ
く
実
践
す
る

と
い
う
力
に
乏
し
い
若
者
が
多
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。

社
会
が
本
当
に
求
め
て
い
る
も

の
は
、
単
に
知
識
や
技
術
に
優
れ

た
人
物
で
は
な
く
、
柔
軟
な
発
想

で
物
事
に
対
応
で
き
、
将
来
を
み

と
お
し
た
適
切
な
判
断
力
に
富
ん

だ
人
物
で
あ
り
ま
す
。

細
韓
性
豊
か
な
若
者
を
育
て
る

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
え
る
側
、

教
わ
る
側
、
共
に
真
剣
に
深
く
学

び
あ
い
、
感
動
を
共
有
し
て
い
く

こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。

我
が
本
度
高
校
は
日
先
の
利
害

に
汲
々
と
す
る
こ
と
な
く
、
人
生

八
十
年
時
代
を
見
据
え
て
、
生
徒

の
個
性
や
創
造
性
が
じ

っ
く
り
と

開
花
で
き
る
よ
う
な
背
番
の
道
場

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご

あ

い

さ

つ

第
六
代
同
窓
Ａ
褒
〓長
　
岡

祐

孝

発 行
本 庄 高 校 同 窓 会

会長 岡   祐  孝
事務所 本庄市銀題3-5-8
岡 病  院  内

創
造
性
豊
か
な

若
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て

出
族
長

坂

本

博

中！≡””【一一“一一““””““【”“一！”・

難
落
愉
鰹
霊
幅
に
開
蚕
拝
百
１
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
現
在
関
＝
ふ
さ
え

（高
‐４
）
著
の

「
蜂
の
殺
意
」
サ

ン
ト
リ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
統
着

賞
受
賞
、
高
本
　
侃

（高
１２
）
法

学
縛
士
普
の

「縁
切
寺
満
徳
寺
の

研
究
」
、
「明
治
説
期
身
分
法
大
企
」

他
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
多
く
の
周
窓
生
の
図
科

寄
贈
を
お
願
い
数
し
ま
す
。

平
成
六
年
度

当
初
人
事
異
動

（敬
称
略
）

【
全
日
制
】

〔退
　
職
］

事
務
室
長

教

　

諭

向転
　
出
］

教

　

諭

〃

事
務
室
長

主

　

任

刊

　

構

［新
採
用
］

教

　

諭

幸

夫

泰

彦勇

史

子

孝

信

敏

子

山
起
子

数 転 主 司
〃
     夕、        〃
岳命
口
在I 書

堤 庄 横 中 高 山 小

田 山 村 橋 崎 碁

鬼 門 富 川 塚  小 中 中

沢 野 田 田 越  林 盟 野

公 法  昭 敏  幹  慶

f子子 進 夫 弘  幸 欧 治

球i森

林

敬 厳

夫 洋
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生
徒
会
は

と
て
も
よ
い
も
の

生
徒
会
長
国

松

紀

子

私
の
生
徒
会
長
と
し
て
の
役
日

も
、
も
う
す
ぐ
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
あ

っ
と
い
う
間
の

一
年

で
し
た
。

私
は

一
年
生
の
時
に
本
部
役
員

に
な
り
、

一
年
間
学
ん
だ
経
験
を

生
か
す
た
め
に
会
長
に
な

っ
た
の

で
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

ず
に
失
敗
も
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
時
は
役
員
み
ん
な

で
助
け
合
い
、
は
げ
ま
し
合

っ
て

い
く
つ
も
の
成
功
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
た
。
私
は
本
部
役
員
を
や
っ

た
こ
と
で
、
友
備
の
す
ば
ら
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。
よ
い
友
達
に
巡

り
逢
わ
せ
て
く
れ
た
生
徒
会
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
生
徒
会
も
、
本
庄

高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し

て
が
ん
ば

っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

定
時
制
の
こ
と

生
徒
会
長
出
中
貴
美
子

私
が
本
校
に
入
学
し
て
、
三
年

目
に
な
り
ま
す
。
昼
間
は
中
学
校

で
図
書
館
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

夜
は
学
生
と
し
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。
今
は
高
校
盛
活
に
慣
れ
、
生

徒
会
活
動
に
参
加
し
て
、
様
々
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
出
来
れ

ば
生
徒
会
に
参
加
し
て
、
後
期
で

は
出
来
な
か
っ
た
各
生
徒
委
員
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
、
身
近
な
生

徒
会
を
目
指
し
て
、
皆
ん
な
が
楽

し
く
参
加
で
き
る
生
徒
会
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
残
り
の
二
年
間
家

族
や
諸
先
生
に
感
謝
し
な
が
ら
充

実
し
て
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
頼
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
野
球
部
と
美
術
部
の
近

況
を
報
告
し
ま
す
。

野

球

部

聯玉
堺
パ
片登
度
の
野
難
野
斡
は
、

部長農壇霊教諭、監督　一

誓
響
縄
望
鞠
鵡
一

舞
転城が
鞠鱗

一

につつまれている。朝の

一
時
間
、
放
課
後
の
三
時
間
の
練

習
は

一
日
も
か
か
し
て
い
な
い
。

練
習
試
合
も
県
外
へ
の
遠
征
を
多

く
し
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
今
年

一搬朔賤坤喫ス一８中目

リ
ー
で
如
月
展

合
一月
）
、
水
無

日
儀
原
盆
ハ
月
）
を
開
催
し
て
い
る
。

県
展
や
高
校
美
術
展
に
も
多
く
の

作
品
を
出
品
し
て
行
き
た
い
。

: 準`

同

窓
　
会

平
成
五
年
度

事

業

報

告

５
年
４
月
０
母
校
入
学
式
に
出
席

０
創
立
七
〇
周
年
記
念

事
業
の
決
算
書
作
成

５
月
仰
会
計
監
査

０
岡
部
支
部
総
会
に
出

席
０
総
会
案
内
状
の
発
選

０
会
員
住
所
等
の
異
動

修
正
作
業
を
行
う

６
月
仰
会
報

一
七
号
発
行

０
通
常
総
会
開
催

７
月
　
部
活
動
の
応
援

９
月
　
母
校
柏
縄
祭
に
出
席

１１
月
働
中
高
連
絡
会
の
開
催

０
新
終
身
会
員
及
び
年

会
費
納
入
者
の
登
録

０
会
員
住
所
等
の
異
動

修
五
作
業
を
行
う

‐２
月
　
年
賀
状
の
発
送

６
年
１
月
０
会
報

一
八
号
発
行

０
支
部
長
会
議
及
び
新

年
会
の
案
内
状
発
送

０
卒
業
記
念
印
鑑
の
発

注
的
母
校
助
成
金
の
膳
塁

２
月
仰
育
英
資
金
の
支
総

０
支
部
長
会
議
の
開
催

０
新
年
会
の
開
催

３
月
０
新
入
会
式
の
開
催

０
新
幹
事
の
委
嘱

０
母
校
卒
業
式
に
出
席

０
卒
業
記
念
品
の
贈
塁

な
お
本
部
役
員
会
及
び
事
務
局
会

は
毎
月
開
催

平
成
六
年
度
　
　
　
〓

事

業

計

画

６
年
４
月
　
母
校
入
学
式
に
出
席

５
月
　
会
計
監
査

６
月
働
会
報

一
九
号
発
行

０
通
常
総
会
開
催

７
月
　
部
活
動
の
応
援

９
月

中
高
速
絡
会
の
開
催

‐２
月
　
会
報
二
十
号
発
行

７
年
１
月
船
母
校
へ
助
成
金
贈
豊

０
育
英
資
金
の
支
総

２
月
船
支
部
長
会
議
の
開
催

０
新
年
会
の
開
催

３
月
仰
新
入
会
式
の
開
催

０
新
幹
事
の
委
嘱

０
母
校
卒
業
式
に
出
鷹

な
お
本
部
役
員
会
及
び
事
務
局

会
は
毎
月
開
催

「
記
念
誌
」
及
び

「
会
員
名
簿
」

ご
購
入
の
ご
案
内

的
七
〇
周
年
記
念
誌

①

頒
布
代
金

送
料
共
二
五
〇
〇
門

０
会
員
名
簿

②
　
頒
布
代
金

送
料
共
拠
五
〇
〇
円

０
申
込
方
法

母
校
事
務
盤
岡
窓
会
担
当
宛
に

代
金
を
添
え
送
り
先
住
所

・
氏

名

・
電
話
番
号
記
入
の
上
、
お

中
し
込
み
下
さ
い
。
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進
路
状
況
報
告

避
路
指
導
部

佐

藤

文

治

今
春
の
本
庄
高
校
の
進
路
状
況

は
下
の
表
に
示
す
通
り
で
す
。

現
役
の
四
年
制
大
学
が
近
年
に

な
く
大
幅
に
増
加
し
、
八
王
名
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
分
、
短
期
大

学
が
減
少
し
、
七
四
名
と
な
り
、

女
子
の
四
年
制
大
学
志
向
が
窺
わ

れ
ま
す
。
専
門
学
校
、
就
職
、
演

人
等
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
数
で
す
。

浪
人
の
多
く
は
、
四
年
制
大
学
希

望
で
、
今
年
よ
り

一
ラ
ン
ク
上
の

大
学
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験
者
は

一
〇
〇
名
を
越
え
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
生
徒
の
進
路
希
望

に
対
応
じ
、　
一
、
二
年
生
は
年
五

日
、
二
年
生
は
年
十
日
以
上
の
実

カ
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
公
務
関
模
試
を
年
五
回
、

看
護
医
療
系
模
試
等
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
又
、
学
力
向
上
を
目
指

し
、
補
習
授
業
等
を
三
年
生
を
中

心
に
放
課
後
及
び
夏
体
み
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

一
、
二
年
生
は
、

秋
に
講
師
を
羅
い
て
進
路
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
年
生
は
、

一
学
期
に
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
進

路
説
明
会
、
各
分
野
毎
の
分
科
会

等
を
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
生
徒
の
進
路

希
望
が
適
う
よ
う
学
校
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

―義・
87!藤田保健衛生大学 I名

81中 央学院大学
62文 京女子大学
83漕 泉女子大学
64神 日外語大学

88 =と目&ノ【増浄
69南 山大学

71帝 京技術科学大学
72昭 和薬科大学
78 演滅輝県シ【☆浮
74 S目尼雪ジ(弓岸

78石 巻尊修大学
79多 摩大学

82塾 心女子大学
83い わき明星大学
84 房目度軍韓

86近 畿大学
87 】К済活BE拝斗ジヽ増浄
88,観 !1大学

名
名
名
名

名
名
名
名

名
名
名
亀
名
名
名

ｌ

ｉ

ｌ

ｉ

上

一
１

１

１

32埼 玉工業大学
33東 京工業大学
34神 奈川正科大学

36多 摩美術大学
37明 星大学
38東 北福祉大学
39関 東学園大学

42亜 細亜大学
43立 教大学
44苦醇 ⅢヽI縛

48東 療経済大学
43上 武大学

52 El本女子大学
53芝 浦工業大学
も4早 欄F田大学

58出 購大学
57女 子栄業大学
58昭 和大学
53    学

―宅義―
47日 本社会事業大学 2名

名
名
名
名
亀
名
名
名
名

３

３

２

分

２
一２

２

２

２

翠欝韓ギ上ギ者

1群 馬大学     3名
2埼 玉大学     2名
3,        ュ 名
4増 手大学     1名

7東 京都立大学   2名
8'高崎経済大学   I名

現役の進路状況 (最近 5ケ年)

★

6東 京電機大学
7立 正大学
8法 政大学
9‐駿河台大学

12 督旬U眠ジ【弓浄
13東 京国際大学
14懸 明韓

16東 海大学
17関 東学院大学
18囲 學院大学
19専 修大学

21千 葉申
22立 命館大学
23最般
24東 京農業大学

27独 簾
28 帥 ノ【増浄
29明 治大学

名
名
名
亀
名
名
名
名
亀
名
名
名
名
生
名
名
名
名

８

７

６

６

一
５

５

４

４

４

一
４

４

４

４

４

一
３

３

３

３

卒業年 国公立 私立大 短 大 揮軍  F目 就 職 その他 卒業者

平成2年率 2 76 77 73 10 176 414

〃3〃 8 56 71 81 16 196 428

〃4〃 5 66 98 75 15 218 477

〃5〃 66 102 62 4 188 418

″6〃 3 80 74 66 6 178 407
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中Ｆ劇車中十筆却一守中ヽ中却帥帥中一”判判朝欄一申

幹

や
や

中

申

申

寺

キ

串

幹

中

韓

寺

申

申

串

幹

幸

幹

申

キ

韓
幹

幸

欝

納
入
者
芳
名

緑
麟
）

平
成
６

●
１

●

女
１２
　
者
羽
美
登
盟

女
輝
　
内
田
貞
子

高
７
　
大
谷
悦
子
、
結
水
溝
子
、

新
倉
文
子

高
出
　
大
竹
選
子
、
い穂
藩
満
轡
十
、

水
沢
紀
泰
、
横
手
和
子
、

磯
　
幸
江
、
宮
崎
明
子

高
１２
　
青
沼
幸
子
、
境
野
美
津
子

高
鴻
　
谷
曲
卓
司
、
浅
見
和
子
、

村
岡
姉
子
、
太
轡
乗
督
寸
、

松
村
八
千
代
、

久
保
田
美
和
子
、

岡
部
栄
子
、
谷

ケ
崎
三
代

高
１４
　
中
林
忠
之
、
音
本
存
経
切
、

１

，

６

●

３

●

３‐

正
田
延
寿
、
野
沢
英
子
、

森円
求
↑
菫
介
第
揮
収
、

矢
島
美
知
子
、
・本
盆
る
一
、

福
島
寛
子

高
１５
　
野
沢
孝
治
、
中
盟
郁
代
、

飯
島

一
康
、
今
野
董
夫
、

島
村
弘
邦
、
荒
井
正
純
、

金
子
昭
江
、
出
中
文
恵
、

渡
辺
典
子
、
藤
元
初
代
、

塚
越
美
喜
子

高
１６
　
草
間
正
憲
、
安
藤
寿
則
、

小
暮
進

一
、
下
山
和
子
、

下
山
　
保

高
‐７
　
小
暮
文
子
、
小
林
忠

一
、

八
木
光
枝
、
岡
本
利
典
、

出
下
部
清
子

一角
１８
　
中
井
秀
代
、
溝
　
昌
道
、

畝
　
徳
治
、
大
島
雅
子

高
‐９
　
新
井
秀
光
、
粟
田
俊
彰
、

横
尾
美
代
子
、
一規
邸
俗
力
、

塩
原
正
美
、
中
島

一
江
、

失
島
裕
子
、
松
本
昭
子
、

福
島
光
江
、
黒
川
春
代
、

横
出
英
子

蔦
２０
　
木
村
裕
治
、
青
木
絹
代
、

古
川
悦
子
、
一称
雰
丈
辱
す
、

金
井
孝
雄
、
南
　
敏
博

定
１２
　
畔
見
サ
ク
子

定
１３
　
石
原
文
字

定
１４
　
塩
原
記
和

平
成
六
年
二
月
卒
業

（
終
身
新
幹
事
）

ク
ラ
ス
　
氏

名

　

電

話

（〇
四
九
五
は
省
略
）

ユ
　
新
井

豊
　
（〇
二
七
〇
）

（
７４
）
九

一
四
〇

奥
野
有
美
　
（〇
四
八
五
）

（３６
）
三
五
九
五

田
草
川
裕

（２２
）
三
七
五
九

佐
々
木
朋
美

（〇
四
八
五
）

（
２５
）
八
四
六
四

石
井
雅
文

（
２４
）
二
五
八
三

鈴
木
久
美
子

（〇
四
八
五
）

（８８
）
〓
ご
三
七

鳥
羽
大
河

（２４
）
五
二
〇
八

坂
本
格
子

５
　
柴
嬢
光
治

秋
由
友
紀

６
０
江
蝉
頌
止
志

竹
永
美
穂

７
　
小
林
　
敦

∩
営
媒
捨
夏

８
　
藤
生
　
敦

戸
塚
清
乃

９
　
後
藤
修
治

尾
島
菊
代

（３３
）
五
ｉ
〇
八

〈
２４
）

一
六
拡
七

（〇
四
八
五
）

（
２４
）
三
二
五
八

（
２‐
）
二
九
一
一六

（
３３
）
四
九
〇
九

（
７７
）
二
一
一七
〓

（
３３
）
七
〇
八
Ｉ

（
７７
）
三
〇
八
九

（
２４
）
一
正
ハ
八
二

（
３３
）
二

一
八
六

（〇
四
八
五
）

（
３２
）
二
二
五
ｉ

定
r・Ⅲ……・――・・日……Ⅲ……“…… ………Ⅲ●●ロー………………………

■

ス回一ガン

1.名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛し母校
の発展に寄与しよう。

1.本 高同窓会の旗の下に結集し、地域に香り

高い文化の花を咲かせよう。

1.人 間関係を大切にし、会員相互間に親睦の

輪を拡げよう。

1.組 織を整備強化し、機能的な連絡網を拡充
して、同窓会の活性化を図ろう。

1.建 学の精神を尊重し、後輩の指導育成に努
めよう。

榊
田
哲
也

（
２‐
）
三
八
七

十

二
ッ
間
清
子
（
２４
）七
八
五
〇

本

部

役

員

や

串

中

幹

幹

中

幹

申

器

（平
成
六
年
五
月
現
在
）

会
　
長
　
岡
　
　
祐
孝
　
　
中
９

副
会
長
　
立
川
　
大
作
　
　
中
９

副
会
長
　
竹
並
栄

一
邸
　
併
中
２

副
会
長

苦
隠
　
建
治
　
　
高
２

副
会
長

潜
水

　

賢

　

中
１９

副
会
長
　
小
林
　
　
日
開
　
　
高
姥

副
会
長
　
一角
木
　
敏
子
　
　
女
８

副
会
長
　
塚
越
　
寿
衛
　
　
高
２

副
会
長
（教
頭
〉飯
島
輝
雄
　
一曲
Ｈ

翻
会
長
（教
顕
）小
糖
俊
夫

余
訂
¨
戸
谷

全
克

会
計

江
原
　
精
苦

監
事

斎
藤
　
淑
人

監
事

内
野
ヨ
シ
エ

顧
聞

塩
原
　
英
雄

顧
欄

（校
長
）
坂
本
　
博

高
１

高
４

高
ｍ
女
１６

一品
７

支

部

役

員

ｉ

幸

寺

串

韓

幸

様

幸

韓

韓

（支
部
長
）

宮

　

本
　
栄
村
　
龍
男
　
中
１６

泉
　
　
町
　
竹
並
栄

一
郎
併
中
２

仲

　

町
　
中
田
　
縮

一　
中
１９

■
　
　
町
　
境
野
　
　
登
　
一出
２

七

軒

町
　
町
田
　
一
徳
　
一滝
５

本
　
　
町
　
鈴
木
　
務
刊
　
中
２‐

ム
博
　
　
町
　
松
本
　
敬

一　

定
１

照
　
　
若
　
飯
野
　
利
衛
　
中
輝

南

本

町
　
村
観
敬
次
郎
　
中
２２

米
　
　
広
　
野
枝
　
直
治
　
一白
５

諏
　
　
訪
　
非
土
　
島
幸
　
中
２２

朝

日

町
　
内
藤
　
　
明
　
一品
３

藤
　
　
田
　
荻
野

　

溝
　
中
８

任
　
　
子
　
縮
島
　
好
正
　
馬
３

旭
　
　
一戸
塚
　
泰
和
　
中
３

北
　
　
泉
　
門
倉
　
義
久
　
中
Ｈ

ハ
「　
　
舛
　
岡
芹
鶴
五
郎
　
中
１０

児
　
　
玉
　
苦
題
　
建
治
　
一由
２

美
　
　
規
　
本
山

　
一
〓
一　
高
３

神
　
　
川
　
金
井
　
久
直
　
中
２２

神
　
　
泉
　
新
井
　
従
信
　
中
１５

上
　
　
興
　
荒
井
露
次
雄
　
中
ｈ

岡
　
　
部
　
茂
木
　
　
肇
　
中
１４

寄
　
　
居
　
朝
比
奈
利
雄
　
中
９

深

　

谷
　
潜
水
　
　
賞
　
中
１９

熊
　
　
谷
　
西
村
　
波
雄
　
中
１７

県
庁
県
南
　
中
届
　
武
夫
　
一噂河
５

伊

勢

崎
　
お
祥
　
唯
志
　
一内
１１

新
　
　
町
　
山
湖
　
仁

一　
中
１４

束
　
　
一水
　
騒
出
　
一二
郎
　
中
４

本
庄
市
役
所
　
小
林
　
Ｈ脚
　
古
阿
１２

エ
ー
ザ
イ
　
常
本
　
茂
ｆｌ
　
一曲
６

沖

電

気
　
村
岡
　
徳
英
　
一品
１５

都
市
教
職
員
　
柄
島
　
巌
　
一出
８
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